
製
造
者
の
住
所
・
氏
名

工
場
の
所
在
地
及
び
名
称

認
定

番
号

浄
化

槽
の

名
称

石
川
県
白
山
市
相
木
町
3
8
3番
地
ニ
ッ
コ
ー
j

代
表
取
締
役
社
長
二
俣
一
登

埼
玉
県
行
田
市
藤
原
町
１
`
2
1
`
１
ニ
ッ
コ
ー
j
住
設
環
境
機
器
事

業
部

兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
–
田
１
`
2
1
池
田
化
成
工
業
j
上
月
第
二
工

場栃
木
県
下
野
市
中
大
領
3
0
8
`
２

j
前
田
工
業

４
`
1
3
`
Ｈ
`
0
0
1

ニ
ッ
コ
ー
小
規
模
浄
化
槽
浄
化
王
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
`
５
型

〃
`
１

〃
浄
化
王
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
`
７
型

〃
`
２

〃
浄
化
王
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
`
1
0型

建
築
基
準
法
第
6
8条
の
2
6第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
施
行
令
第
3
5条
第
１
項
の
規
定
に
適
合
：
流
量
調
整
型

分
離
生
物
ろ
過
循
環
方
式

茨
城
県
北
茨
城
市
磯
原
町
上
相
田
1
0
9
9
`
4
6
日
東
電
気
j
磯
原
工
場

宮
城
県
栗
原
市
金
成
大
平
1
3
`
3
8
エ
コ
ロ
・
プ
ラ
ン
ト
j
宮
城
工
場

兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
久
崎
5
8
0
池
田
化
成
工
業
j
上
月
第
一
工
場

製
造
者
の
住
所
・
氏
名

工
場
の
所
在
地
及
び
名
称

認
定

番
号

浄
化

槽
の

名
称

石
川
県
金
沢
市
西
泉
３
丁
目
9
2番
地
ア
ム
ズ
j

代
表
取
締
役
谷
口

敏

石
川
県
能
美
市
岩
内
町
１
番
地
３
ア
ム
ズ
j
白
山
工
場

石
川
県
白
山
市
大
竹
町
ロ
7
3番
地
ア
ム
ズ
j
大
竹
工
場

石
川
県
か
ほ
く
市
高
松
丙
2
3番
地
1
1
日
研
産
業
j

福
岡
県
宮
若
市
宮
田
9
1
8番
地
の
1
1

f
大
勝
工
業

４
`
1
3
`
Ｈ
`
0
0
1

ア
ム
ズ
Ｃ
Ｘ
Ｎ
`
1
4型

（
1
0）
`
３

〃
〃

`
４

〃
Ｃ
Ｘ
Ｎ
`
1
8型

建
築
基
準
法
第
6
8条
の
2
6第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
施
行
令
第
3
5条
第
１
項
の
規
定
に
適
合
：
嫌
気
分
離
接

触
ろ
床
方
式

国
会
事
項

人
事
異
動

官
庁
報
告

平
成
2
5年
８
月
1
3日
付
で
、
日
本
貸
金
業
協
会
へ
の
加

入
を
承
認
し
た
業
者

登
録
番
号

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

千
葉
県
知
事

\
第
0
3
8
8
0号

株
式
会
社
エ
ス
ラ
イ
ン

兵
庫
県
中
播
磨
県

民
局
長

\
第
5
1
3
4
4号

住
宅
流
通
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

東
京
都
知
事

\
第
1
9
9
1
6号

ニ
ッ
コ
ウ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

日
本
貸
金
業
協
会
に
加
入
す
る
貸
金
業
者
の
事
業
を
相

続
に
よ
っ
て
承
継
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
貸
金
業
協
会

へ
加
入
し
た
貸
金
業
者

加
入

年
月
日

登
録
番
号

変
更
後
の
商
号
、
名

称
又
は
氏
名
（
旧
商

号
等
）

平
成
2
5年

８
月
1
3日

東
京
都
知
事

\
第
1
9
9
1
6号

ニ
ッ
コ
ウ
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
（
日
光
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
）

平成™œ年 月™日 月曜日 第�˜™™号官 報
〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
六
号

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
八
月
九
日

付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
工
場
に
お
い
て
製
造
さ
れ
る
浄
化
槽
の
型
式
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
二
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

野
田

徹

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
九
十
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
二
日

北
海
道
開
発
局
長

澤
田

和
宏

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

三
百
三
十
七
号

江
別
市
工
栄
町
一
〇
番
七
か
ら
同
市
工
栄
町
二
六
番
六
ま
で

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
札
幌

開
発
建
設
部

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
五
年
九
月
二
日

衆

議

院

弔
詞か

つ
て
永
年
在
職
議
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
元
議
員
戸

田
菊
雄
君
が
七
月
十
三
日
死
去
さ
れ
た
の
で
、
八
月
二
十

九
日
、
本
院
は
次
の
弔
詞
を
贈
っ
た
。

衆
議
院
は

多
年
憲
政
の
た
め
に
尽
力
し

特
に
院
議

を
も
っ
て
そ
の
功
労
を
表
彰
さ
れ

さ
き
に
物
価
問
題

等
に
関
す
る
特
別
委
員
長
の
要
職
に
あ
た
ら
れ
た
正
四

位
勲
一
等
戸
田
菊
雄
君
の
長
逝
を
哀
悼
し

つ
つ
し
ん

で
弔
詞
を
さ
さ
げ
ま
す

法

務

省

（
警
察
庁
刑
事
局
刑
事
企
画
課
刑
事

指
導
室
長
兼
法
務
省
刑
事
局
参
事

官
）
警
視
長
兼
法
務
事
務
官

上
野

正
史

法
務
事
務
官
（
法
務
省
刑
事
局
参
事
官
）
の
併
任
を
解
除

す
る
（
八
月
二
十
二
日
）

会
計
検
査
院

（
事
務
総
長
官
房
能
力
開
発
官
付
研

修
調
査
官
）
会
計
検
査
院
事
務
官

黒
田
富
貴
男

辞
職
を
承
認
す
る
（
八
月
三
十
一
日
）

最
高
裁
判
所

東
京
地
方
裁
判
所
判
事
・
東
京
簡

易
裁
判
所
判
事

岩
井

直
幸

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
総
務
局
参
事
官
を
免
ず
る
（
八
月

二
十
三
日
）

神
戸
地
方
裁
判
所
判
事
兼
神
戸
家

庭
裁
判
所
判
事

田
中

敦

広
島
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

広
島
家
庭
裁
判
所
長
を
命
ず
る

神
戸
地
方
裁
判
所
判
事

小
西

義
博

神
戸
地
方
裁
判
所
姫
路
支
部
勤
務
を
命
ず
る

神
戸
地
方
裁
判
所
姫
路
支
部
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
神
戸
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

神
戸
家
庭
裁
判
所
姫
路
支
部
勤
務
を
命
ず
る

神
戸
家
庭
裁
判
所
姫
路
支
部
長
を
命
ず
る

簡
易
裁
判
所
判
事

小
西

義
博

姫
路
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

姫
路
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す
る

者
に
指
名
す
る

東
京
高
等
裁
判
所
判
事

東

亜
由
美

神
戸
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る
（
以
上
八
月
二
十

五
日
）

〇
定
年
退
官

判
事
杉
本
正
樹
は
八
月
二
十
四
日
限
り
定
年
退
官

官
庁
事
項

貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
三

十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
日
本
貸
金
業
協
会
よ
り

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
四
十
一
条
の
十
二
第
四
号

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
二
日金

融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

貸
金
業
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

の
変
更
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